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2015 年 1 月 13 日配信 

 

 

報道関係 文化・音楽ご担当者 

音楽ジャーナリスト／関係者 各位 

 

 

当楽団元ハープ奏者 チェスキーナ・永江洋子氏のご逝去にあたり 

 

当楽団元ハープ奏者で、長年当楽団をご支援いただいていたチェスキーナ・永江洋子氏が、ローマ市内

の病院にて、2015 年 1 月 10 日（土）逝去されました。享年 82。 

 

公益財団法人東京交響楽団専務理事・楽団長の大野順二のコメント 

 

「チェスキーナ氏は当楽団元ハープ奏者としてはもとより、楽団の演奏活動を長年にわたりご支援いただ

きました。幾度もの海外ツアーへのご支援、2007年と2012年に行われたヴァレリー・ゲルギエフ氏との特

別演奏会の実現、また 2011 年の東日本大震災によるホール被害の直後には、いち早くご寄附をいただ

き、楽団一同を励まして下さったことは決して忘れません。昨秋来日された折には、お元気なご様子と伺

っておりましたが、このたびの突然の訃報は思いもかけないことで心からお悔やみ申し上げます。」  

 

チェスキーナ氏のこれまでの東京交響楽団に対するあたたかいご支援に対し、楽団員一同改めて深謝い

たしますとともに、謹んで哀悼の意を表します。 

 

 

公益財団法人東京交響楽団 

 

 

 

＊チェスキーナ・永江洋子氏の当楽団在団期間については、正確な情報を確認できませんでした。過去

のプログラムでは、1955年12月号の楽団員名簿で初めて名前が掲載されており、１９６４年3月号まで掲載

されています。 
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【お問合せ】 

公益財団法人東京交響楽団 広報本部／高瀬  takase@tokyosymphony.com 

TEL: ０４４－５２０－１５１８  FAX: ０４４－５４３－１４８８ 
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